
北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
平
成
29

年
２
月
２
日
及
び
３
日
の

両
日
、
森
林
・
林
業
に
係
わ
る
技
術
情
報
等
の
交
換
を
図
る
た
め
、

北
海
道
庁
、
市
町
村
、
高
校
等
の
発
表
を
含
め
た
「
北
の
国
・
森

林
づ
く
り
技
術
交
流
発
表
会
」
を
北
海
道
大
学
「
学
術
交
流
会
館
」

で
開
催
し
ま
し
た
。 

２
日
に
は
、
「
森
林
保

全
部
門
」
、
「
森
林
技
術

部
門
」
、
「
森
林
ふ
れ
あ

い
部
門
」
に
つ
い
て
の
25

課
題
の
一
般
発
表
が
あ

り
、
３
日
に
は
、
「
森
林

技
術
部
門
」
及
び
「
森
林

ふ
れ
あ
い
部
門
」
に
つ
い

て
の
14

課
題
の
一
般
発

表
及
び
、
森
林
総
合
研
究
所
北
海
道
支
所
及
び
同
林
木
育
種
セ
ン

タ
ー
北
海
道
育
種
場
、
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
林
業
試
験
場
か

ら
３
課
題
の
特
別
発
表
が
あ
り
、
そ
の
後
、
一
般
社
団
法
人
日
本

Ｃ
Ｌ
Ｔ
協
会 

河
合
誠 
氏
の
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

２
日
間
で
延
べ
約

570

名
の
来
場
者
の
中
、
発
表
で
は
各
地
域
で

積
み
重
ね
て
き
た
成
果
と
し
て
、
「
再
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
に
向

け
て
放
つ
４
本
の
矢
」
～
①
一
貫
作
業
②
コ
ン
テ
ナ
苗
③
低
密
度

植
栽
④
天
然
更
新
～
」
、
「
将
来
の
森
林
づ
く
り
を
担
う
人
材
育

成
へ
の
貢
献
～
森
林
・
林
業
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
組
～
」
、

「
最
北
の
海
岸
防
災
林
施
業
モ
デ
ル
～
造
成
50

年
を
経
て
更
な

る
機
能
発
揮
へ
の
取
組
と
検
証
～
」
な
ど
の
課
題
が
発
表
さ
れ
、

会
場
か
ら
は
各
課
題
に
対
し
て
多
く
の
質
問
や
ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
北
海
道
旭
川
農
業
高
等
学
校
、
北
海
道
帯
広
農
業
高
等

学
校
か
ら
大
人
顔
負
け
の
優
れ
た
発
表
が
あ
り
、
会
場
か
ら
は
賞

賛
の
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。 

（
技
術
普
及
課
） 

開催にあたり挨拶する 
渕上 北海道森林管理局長 

（写真：十勝西部森林管理署東大雪支署 発表の様子）

平成 28 年度 

北の国・森林づくり技術交流発表会 
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CLT 工法について 
～情況と今後の展開～ 

一般社団法人日本CLT協会 

専務理事 河合 誠 氏 

特別講演 

局長賞（最優秀賞） 

森林技術部門 

再造林の低コスト化に向けて放

つ 4 本の矢 

上川南部森林管理署

局長賞（最優秀賞） 

森林ふれあい部門 

将来の森林づくりを担う人材育

成への貢献 

十勝西部森林管理署

局長賞（最優秀賞） 

森林保全部門 

最北の海岸防災林施業モデル 

宗谷森林管理署 

局長賞（優秀賞） 

森林保全部門 

シマフクロウにやさしい森づくり 

根釧西部森林管理署 

局長賞（優秀賞） 

森林ふれあい部門 

地域貢献に向けた取組み 

上川北部森林管理署

局長賞（優秀賞） 

森林技術部門 

優良広葉樹材の生産に向けた二

次林の活用について 

日高南部森林管理署

最優秀賞・優秀賞のみなさん 

※各部門の受賞は、北海道森林管理局ホームページをご覧ください。 

審査委員からも適切な 
アドバイスがありました 

熱心に発表を聞き入る 
会場のみなさん 

表彰を受ける発表者 
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